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令 和 8 年 6 月 2 9 日  

                             九 州 地 方 整 備 局 
 

防災・減災対策等強化に 6 億円配分 

～令和 8 年度 第 1 回 防災・減災対策等強化事業推進費について～ 

「防災・減災対策等強化事業推進費」は、自然災害が激甚化・頻発化している状況を踏まえ、

国民の安全・安心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う公共事業に対し

て、緊急的かつ機動的に配分する予算です。今回配分された予算は、災害を受けた地域の再

度災害防止対策及び突発的な事象への緊急的な対策等が必要となった地域の事前防災対策

に活用されます。 

 

 

１． 九州地方整備局管内における配分状況 

（１） 災害を受けた地域の再度災害防止対策 

①崖崩れ等対策（道路）             1 件  2.00 億円（国費） 

（２） 突発的な事象への緊急的な対策等が必要となった地域の事前防災対策 

①崖崩れ等対策（道路）             3 件  4.20 億円（国費） 

 

２．添付資料 

・配分箇所一覧表 

・配分箇所図 

・配分箇所の個票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国土交通本省において、「防災・減災対策等強化事業推進費」の令和 8 年度 

第 1 回配分が決定しました。【対象件数：26 件、配分額：46.47 億円（国費）】 

このうち、九州地方整備局管内では、4 件・6.2 億円（国費）の事業が対象とな

ります。 

【問合せ先】 

 国土交通省九州地方整備局 

  道路維持管理（直轄）関係  道路部 道路管理課長  福原
ふ く は ら

 茂
しげる

 092-476-3533（内線 4411） 



【災害対策事業】

事業費
国費

（配分額）

２．崖崩れ等対策

道路(直轄）

（6）
道路維持管理
事業

東九州自動車道 国土交通省 大分県 佐伯市蒲江地先 200,000 200,000

【事前防災対策事業】

事業費
国費

（配分額）

２．崖崩れ等対策

道路(直轄）

（22）
道路維持管理
事業

一般国道202号 国土交通省 福岡県 糸島市二丈町鹿家地先 170,000 170,000

（23）
道路維持管理
事業

一般国道208号 国土交通省 熊本県 熊本市北区植木町富応地先 50,000 50,000

（24）
道路維持管理
事業

西九州自動車道 国土交通省 佐賀県 唐津市北波多上平野地先 200,000 200,000

※防災・減災対策等強化事業推進費の予算概要については、国土交通省（本省）のホームページをご覧ください。

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html

［金額単位：千円］

種　別
事業

主体名
施行地

実施計画額

事業名

令和8年度 第1回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所一覧表
（九州地方整備局関係のみ抜粋）

［金額単位：千円］

種　別
事業

主体名
施行地

実施計画額

事業名

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html


※令和8年4月1日時点
※未開通区間のＩＣ名は仮称

凡　　例

　高規格道路

開通済（４車線以上）

開通済（２車線）

事業中

一般国道 指定区間

令和８年度 第１回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所図（道路事業）

一般国道２０２号【直轄】
・事 業 費：１７０百万円

・実施箇所：福岡県糸島市二丈町鹿家地先
いと しま に じょう まち しか か

一般国道２０８号【直轄】
・事 業 費：５０百万円

・実施箇所：熊本県熊本市北区植木町富応地先
くま もと きた うえ き まち とみ おう

西九州自動車道【直轄】
・事 業 費：２００百万円

・実施箇所：佐賀県唐津市北波多上平野地先
から つ きた は た かみ ひら の

東九州自動車道【直轄】
・事 業 費：２００百万円

・実施箇所：大分県佐伯市蒲江地先
さ い き かま え

件数事業種別対策種別区分

１道路（直轄）崖崩れ等対策災害対策

３道路（直轄）崖崩れ等対策事前防災対策



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

【位置図】

施行箇所

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年３月25日、降雨の影響により崖崩れ（落石）が発生した。今後、降

雨等により、再度崖崩れ（落石）の発生するおそれがあることから、推進費

を活用して緊急的にモルタル吹付工を実施することにより、通行者の安全・

安心を早期に確保する。

国土交通省

大分県佐伯市蒲江地先

200,000

道路維持管理事業（東九州自動車道）

サイキ カマエ

200,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、モルタル吹付工を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）
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【断面図】

モルタル吹付工
A=6,300m2
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【平面図】 推進費施行区間L=130ｍ
モルタル吹付工 A=6,300m2

仮設工一式
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延
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至
佐
伯
市

凡 例

推進費施行箇所赤

写真③

写真②

写真①

写真④

【写真①】

スレーキング状況

小段部に落石堆積

【写真③】 【写真④】 【写真⑤】

表層崩壊崩壊により路肩落下

法面表層にガリ侵食が認められる

【写真②】

全ての写真：令和８年３月25日撮影

（A-A’断面）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費 国 費（千円） （千円）

内 容

国土交通省

福岡県糸島市二丈町鹿家地先

170,000

道路維持管理事業（一般国道202号）

イトシマ ニジョウマチ シカカ

170,000

（22） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

網状鉄筋挿入工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

【位置図】 【断面図】

一般国道202号では、「社会資本整備重点計画（第六次計画）」に基づき、

道路法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して、

網状鉄筋挿入工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早期に確

保する。

【平面図】

●

福岡県

▽HWL

組立歩道工
L=40m

網状鉄筋挿入工
N=55本

擁壁補修工
V=20m3

舗装工
L=280m2

凡 例

推進費施行箇所赤

路面のひびわれ

擁壁の打ち継ぎ
目地の開き

擁壁背面の空洞化

至 佐賀県唐津市

至

福
岡
県
福
岡
市

A

A’

推進費施行区間 L=50m

網状鉄筋挿入工 N=55本
組立歩道工 L=40m
擁壁補修工 V=20m3
舗装工 A=280m2
仮設工 一式

路面のひびわれ

張出歩道の沈下

打ち継ぎ目地の開き

【写真①】 【写真②】

施行箇所 （A-A’断面）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費 国 費（千円） （千円）

内 容

国土交通省

熊本県熊本市北区植木町富応地先

50,000

道路維持管理事業（一般国道208号）

クマモト キタ ウエキマチ トミオウ

50,000

（23） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

法枠工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

【位置図】 【断面図】

一般国道208号では、「社会資本整備重点計画（第六次計画）」に基づき、

道路法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

今年度に入り、関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用し

て、法枠工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早期に確保する。

熊本県 場所打水路工
L=19m

H
 =

1
0
m

用地買収範囲

用地境界

凡 例

推進費施行箇所赤

至：熊本市

推進費施行区間 L=20m

至：玉名市

写真

法枠工 A＝190m2
場所打水路工 L=19m
仮設工 一式

【平面図】

【写真】
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令和７年９月撮影（現地状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費 国 費（千円） （千円）

内 容

国土交通省

佐賀県唐津市北波多上平野地先

200,000

道路維持管理事業（西九州自動車道）

カラツ キタハタカミヒラノ

200,000

（24） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

頭部排土工等を実施し、道路利用者の安全・安心を早期に確保する。

【断面図】

西九州自動車道では、「社会資本整備重点計画（第六次計画）」に基づき、

道路法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

既設アンカーの一部が過緊張状態にあり、今後法面の変状が進行するお

それがあることから、推進費を活用して頭部排土工等を実施することにより、

通行者の安全・安心を早期に確保する。

【平面図】

【位置図】
佐賀県

1 :
1 .

0

頭部排土工 V=24,000m3

すべり

測量設計費一式
凝灰質層

横ボーリング工
N=5箇所

アンカー頭部飛出し
N=3箇所

集排水ボーリング洗浄工
N=4箇所

Ａ'Ａ

【写真①】 【写真②】

施行箇所

（A-A’断面）

凡 例

推進費施行箇所赤

当年度施行箇所青

令和７年12月撮影（現地状況） 令和７年12月撮影（現地状況）




